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シンポジウム記録 

発刊に寄せて

体育研究所基盤研究
第 3班 班長 村山光義

シンポジウム開催の経緯とビジョン

本シンポジウム記録は、2017年 12月 2日に「オリンピック教育とスポーツボランティア
～東京 2020に向けた大学・教員・学生の関わり～」として開催された内容をまとめたものです。
これは、体育研究所の共同研究プロジェクトである基盤研究の中で、コアテーマ③「大学体育
の教育理念とカリキュラム：大学体育の今日的課題の検証と本塾の課題へのアプローチを探る」
として活動している第 3班が企画したものです。プロジェクト全体の成果記録は数年の単位で
まとめられ、2017年度の成果は中間報告として簡易型の研究レポートが発刊されていますが、
シンポジウムの詳細を迅速に報告するため、ここに別途記録冊子として発刊の運びとなりまし
た。
本研究班のねらいは、現在、様々に語られている大学教育を取り巻く課題を系統的にまとめ、
大学体育への課題として検証するとともに、慶應義塾の実情との関係にも考察を加え、今後の
諸策を検討することです。これまで文献レビューによって体育・スポーツの現在の課題を探る
とともに、（公社）全国大学体育連合関東支部と連携し大学体育の今後を見据えたシンポジウ
ムを行ってきました。過去のシンポジウムは 2014年、2016年に大学生の育成をテーマとし、

「大学生をどう育てるか 教養体育からの発信」
「大学生をどう育てるか その 2 ―リーダーシップ・プログラムを手がかりに―」

というタイトルで開催しました。今回これに引き続くものとして、東京 2020オリンピック・
パラリンピックを控えた時期に大学生の育成に体育がどう関われるのかという視点を加えまし
た。その第 1弾として「オリンピック・パラリンピック教育」と「ボランティア」という基本
的な課題を取り上げ、さらに 2020年にむけた慶應義塾の塾生によるサポートプロジェクトチー
ムの育成活動の実際を加え、教員と学生がともに考え議論できるシンポジウムを企画しました。
シンポジウムの内容は以下を参照願いたいと思いますが、議論はまだその緒についたばかり
という状況です。2020年東京大会が大学教育においてどのような機会となるのか、そしてそ
の先にどう活かされるのか、そこから大学生をどう育てることができるのか、今後第 2弾・3

弾とより具体的な内容について議論を続けていきたいと考えます。是非ご覧いただき、忌憚の
ないご意見を頂戴できれば幸いです。
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うことで、オリンピック教育を理解するとともに、ボラ

ンティアの現状を知り、東京 2020を契機とした学生の

育成や学び、また大学・教員・学生の関わり合いについ

て重要な要素を導き出したいと考える。

コーディネーター：福士 徳文

（慶應義塾大学体育研究所）

【シンポジストならびにテーマ】

オリンピック・パラリンピック教育と日本における

展開〜東京 2020 に向けて、そしてそれから〜

宮﨑 明世（筑波大学）

【要旨】

2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催に

向けて、オリンピック・パラリンピック教育の全国展開

が進められている。開催都市である東京都は独自に教育

を展開しているが、全国的には温度差があり、全国を巻

き込んだ気運の醸成には至っていない。オリンピック・

パラリンピック教育は、大会開催の前後に限って行われ

るものではなく、恒久的にとらえることのできる価値教

育としての側面がある。大会開催後も残るレガシーとし

て、どのように教育を展開していくべきか、現在進めら

れている全国での取り組みの事例を紹介しながら検討す

る。

【略歴】

宮﨑明世（みやざき・あきよ） 筑波大学体育系准教授、

東京都立高校、筑波大学附属高等学校教諭を経て、現職。

専門は体育科教育学で、おもな研究テーマは、発達段階

に応じた基礎的運動の指導、およびオリンピック・パラ

リンピック教育。筑波大学オリンピック教育プラットフ

ォーム（CORE）の一員として、オリンピック・パラリ

ンピック教育の全国展開に携わっている。

スポーツボランティア教育の展望

二宮 雅也（文教大学）

【要旨】

東京 2020大会を前に、各教育機関においてボランテ

ィア教育が盛んになってきている。特に、高等教育の観

点に立つならば、全国の大学生がボランティアとしてオ

リンピック・パラリンピックへ積極的に関わるための必

要な知識などを大学の授業等を通じて教育することは、

人材育成の面からしても必要なことである。また、「ダ

イバーシティ &インクルージョン」の観点からも、ボ

ランティア教育は汎用性が高い。特に、外国人や高齢者、

障がいのある方もボランティアに参加することを前提と

するならば、ボランティア同士の多様性理解と、サービ

ス提供者への多様性理解の促進等が期待される。ここで

は、ボランティアの本質に迫りながら、大学におけるス

ポーツボランティア教育の実際を紹介するとともに、そ

の展望と課題について整理したい。

【略歴】

二宮雅也（にのみや・まさや） 文教大学人間科学部人

間科学科准教授。筑波大学大学院体育研究科修了。民間

シンクタンク研究員、上智大学嘱託講師等を経て、2010

年より現職。日本財団ボランティアサポートセンター参

与。日本スポーツボランティアネットワーク理事、日本

スポーツボランティア・アソシエーション理事。スポー

ツ庁オリンピック・パラリンピック教育に関する有識会

議元委員。東京オリンピック ･パラリンピック競技大会

組織委員会ボランティアアドバイザリー会議メンバー。

専門領域は、スポーツ社会学、健康社会学、地域活性論。

主な著書に『スポーツボランティア読本―「支えるスポー

ツ」の魅力とは？―』（単著、悠光堂）『出来事から学ぶ

カルチュラル・スタディーズ』（共著、ナカニシヤ出版）、

『身体と教養―身体と向き合うアクティブ・ラーニング

の探求―』（共著、ナカニシヤ出版）など。

KEIO スポーツレガシー

〜東京 2020 オリンピック英国サポートを通じた

“生きる力”を備えた人間育成プロジェクト【KEIO 

2020 project】〜

稲見 崇孝（慶應義塾大学体育研究所）

【要旨】

慶應義塾大学日吉キャンパスは、横浜市・川崎市と

ともに 2020年東京オリンピックに参加するイギリスオ

リンピックチーム（British Olympic Association：BOA）

の事前キャンプ地となっている。現在、慶應義塾大学は

BOAのサポート役として、主として塾内学生を対象と

したスポーツボランティアチーム（KEIO 2020 project）

を組織しており、塾生へのオリンピック・パラリンピッ

ク教育、スポーツボランティア教育をスタートしている。
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本シンポジウムでは、本プロジェクトを通じて塾生が構

築する無形のレガシー確立（KEIOスポーツレガシー）

までの段階的な取り組みとともに、事前キャンプ受入ま

での間に備えたい“生きる力”の獲得を目指した包括的

な取り組みについても紹介する。

【略歴】

稲見崇孝（いなみ・たかゆき） 2011年 9月中京大学大

学院体育学研究科博士後期課程健康科学系修了。博士（体

育学）、中学・高校保健体育専修免許。1981年 6月岐阜

県岐阜市生まれ。2004年 4月から愛知医科大学医学部

附属運動療育センター（愛知県長久手市）に赴任し、10

年間整形外科学やリハビリテーション医学を学ぶ。バ

スケットボールやサッカー、バレーボールなどトップ

アスリートのメディカルサポート業務に従事。2013年

8 月からは Edith Cowan University (Australia) に visiting 

research fellow (visiting scholar program)として在籍。2014

年 9月から早稲田大学スポーツ科学学術院に次席研究員

（研究院助教）として勤務。2017年 4月から現職。

ディスカッサント

竹市 勝（国士舘大学・（公社）全国大学体育連合関東

支部長）

【略歴】

竹市勝（たけいち・まさる） 国士舘大学政経学部教授。

筑波大学体育専門学群卒業後、同大学大学院体育研究科

修了・体育学修士、東京農工大学大学院博士課程修了・

博士（工学）。これまで東京 YMCA社会体育専門学校、

財団法人日本レジャースポーツ振興協会を経て、国士舘

大学に勤務。現在、（公社）全国大学体育連合関東支部長、

調査研究部副部長。一般社団法人日本超音波骨軟組織学

会副会長を務めている。
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【シンポジウム記録】

福士：それでは定刻となりましたので、シンポジウムを

開始したいと思います。私、慶應義塾大学体育研究所の

福士と申します。本日はよろしくお願いいたします。本

日は、慶應義塾大学体育研究所と公益社団法人全国大学

体育連合関東支部の共催といたしまして、「オリンピッ

ク教育とスポーツボランティア～東京 2020に向けた大

学・教員・学生の関わり～」ということでシンポジウム

を開催いたします。

本日は 3名のシンポジストの方と指定発言者の方を加

えまして、最終的にフロアのみなさんと一緒に東京オリ

ンピックを契機とした学生の学びであったりとか、あと

は大学、教員、学生がどうやって関わり合っていけるの

か、そういった所の課題などについて、オリンピック教

育とボランティアの観点から幅広く議論を出来ればと思

っております。

シンポジウムの趣旨に関しましてはお手元に資料を配

布しておりますが、我々体育研究所では大学体育のあり

方について、主に文献のレビューを行いながら、必要な

テーマを取り上げるということで検討を進めています。

その中で、2014年と昨年に「大学生をどう育てるか」

というテーマで二度シンポジウムを行って参りました。

また、そういった中で東京オリンピックが決まり、慶應

義塾大学ではイギリスオリンピックチームの事前キャン

プ地として受け入れることが決まりまして、これらの流

れの中で今回はこのオリンピック教育とボランティアと

いうところをテーマにシンポジウムを開催するという運

びになりました。

本日は 3名の方にお話を頂いたあとに、指定発言者で

ある竹市先生にご意見を頂きながら、フロアで議論を進

めていって、最終的にオリンピック教育やボランティア

についての課題などを発見して、教育に繫げていければ

と思っております。

それでは、早速ですが、一番目に筑波大学の宮﨑先生

にお話を頂きたいと思います。先生方のご紹介は同じく

パンフレットの方にも記載しておりますが、そこも確認

して頂きながら是非お話を聞いて頂ければと思います。

それでは、宮﨑先生よろしくお願いします。

オリンピック・パラリンピック教育と日本に
おける展開
〜東京 2020 に向けて、そしてそれから〜

宮﨑明世（筑波大学）：みなさんこんにちは。筑波大学

体育系の宮﨑明世と申します。本日はよろしくお願いい

たします。私の方からは、「オリンピック・パラリンピ

ック教育と日本における展開」ということで、副題とし

まして「～東京 2020に向けて、そしてそれから～」、オ

リンピック・パラリンピック開催以降はおそらくかなり

トーンダウンするだろうと思われるのですが、教育とし

てはそれでは困るという立場もありますのでこのような

タイトルをつけさせて頂きました。

話を進めさせて頂きます。まず、私は今筑波大学体育

系に所属していますけれども、専門は体育科教育学です。

元々は高校で体育の教員をしておりまして、現在は筑波

大学にいるのですけれども、そもそももっと違う研究を

していました。筑波大学オリンピック教育プラットフ

ォームという組織を 2010年に立ち上げまして、その時

に現場で学校の中で教育を行っていくために関わるよう

になりました。2013年、2020年東京が決まった時より

ももっと前にこの組織は立ち上がっております。筑波大

学は附属学校を 11持っておりまして、そちらと関連し

まして進めていくということで、そういう立場からオリ

ンピック・パラリンピック教育というものに関わるよう

になりました。そもそもここでどのようなお話をするべ

きかというのもあるのですけれども、ご参加のみなさま

宮㟢明世氏
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方の、オリンピック教育に関する知識や、学生さんたち

もいらっしゃいますのでどの程度ご存知か分からないの

で、非常に根本的な話からさっとお話ししたいと思いま

す。

オリンピック教育はそもそも学校の中だけではありま

せん。ご存知のとおり社会一般の方、もちろん選手教育、

メディア等、色んな意味で教育の対象はあると思うので

すけれども、先ほども言いましたように私の話は学校が

中心になります。学校教育中心ですので、そもそも学校

の中でそれを入れていくということになったときに、オ

リンピック教育ってなんだろうという話が最初に来るわ

けですね。そこを明確にしないと何をやっていいのか分

からないということがまず出てきた訳です。それを調べ

ていきますと実はあまり明確な定義がないというのが事

実だと思います。だけどじゃあどういうことかというと、

「平和な社会の構築に尽くす調和的全人の育成」という

ですね、「オリンピック憲章の理念」（オリンピズム）と

言いますけれども、その実現に向けて展開される教育活

動のことをオリンピック教育と相対的には言います。こ

れ、中身が何か分かりますか？ 分からないですよね、

なんだそれはっていうことになる訳です。

1970年代位からオリンピック教育の定義がどんなも

のかとか、どんなことをやるのかとか、コンテンツの整

備とか、そういうことが盛んになったという風に言われ

ています。この様々な研究者のものを見ますと、オリン

ピズムという精神、それと教育の一般的な目標というの

は共通性があるのではないかというようなことです。「広

く行われるもの」であるとか、スポーツを教育として「教

育としてのスポーツ」と捉えていることとか、それとス

ポーツの中で培われる「スポーツマンシップ」ですね。

それからスポーツだけではなく「文化、国際交流」など

が対象になるとか。そして「卓越性」というのは、エク

セレンス、競技だけではないのですけれども、より良く

ということを求めていく、そういうあたりが共通性では

ないかという研究者がいたり、ドイツのMuellerという

人は、オリンピック教育の特徴として、「調和のとれた

全人教育」であるとしています。オリンピックというの

はスポーツイベントなので、学校の中に入ってくると体

育の先生が中心になりがちですけれども、スポーツだけ

ではないですよということです。これが人間教育という

ことです。しかし、スポーツイベントでもあるので、「ス

ポーツ系活動の機会均等やその中で身につくフェアプレ

イのような道徳的な原理」であるともいえます。そうい

ったものを関連させて見つけて行くということです。そ

して、「卓越性の追求」ですとか「国家間の寛容と尊敬

による国際平和」、「スポーツの中のスポーツを通した解

放に向かう動き」、など、前に紹介したものと割と似て

いることですよね。そして、ドイツの研究者の Naulに

よれば、オリンピック教育という知識体系、それ自体を

見つけようとすると、実はあまり位置付けられていない

けれどもスポーツ教育学の一分野あるいは体育授業の

テーマとしてオリンピック教育が含まれるという考え方

は割と広く通用するとしています。それでもあまりはっ

きりしないのですけれども。

そもそもオリンピズムとは何かという話ですが、オリ

ンピズムの説明としまして、オリンピック憲章の根本原

則があります。ここに挙げられている 7つの 1番、2番、

4番あたりがそこに当たるだろうという風に言われてい

ます。それはどんなものかというと、オリンピズムは肉

体と精神、意志と精神の全ての資質を高め、バランス良

く結合させる生き方の哲学であると。つまり、体だけで

はないよということですね。精神とか意志とかそういう

ことも全て含む。そして、文化、教育とスポーツを融合

させることですね。その中に生き方の創造を探求するも

図 2 図 3
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のであるとか、その生き方は努力する喜び、良い模範で

あることの教育的価値、社会的な責任、さらに普遍的で

根本的な倫理規範の尊重を基盤とするというようなこと

が第一に書いてあります。例えば、4番目にスポーツを

することは人権の 1つであること、そして、友情とか連

帯とかフェアプレーの精神だということが書かれている

のです。3番と 6番を今回残しましたのはなぜかという

と、先ほども言いましたように、オリンピックがあるか

ら、近づいているからやるというものではなく、実はそ

の理念というのは恒久的に行われる価値教育だと思われ

ます。それは 3番に書いてあります。6番目はいかなる

種類の差別を受けることなくということが示されていて、

おそらく時代は変わっていきますので、1896年の時は

クーベルタンという人は女性がオリンピックに参加する

ことなど全く考えていなかったのですけれども、今時代

が変わってきて種目を同数にすることまで検討されてい

ますよね。このあと出てくるパラリンピックの位置付け

というものが、おそらく最後の 6番、いかなる差別も受

けないこととか平等とかそういうところに理念としては

入ってくると思われます。こういったことを、根本とし

ています。

ここに示された内容が非常に分かりにくいということ

で、近年ではこのような形で 3つの Olympic Values、つ

まりエクセレンス（卓越）、リスペクト（尊敬）、フレン

ドシップ（友情）として示されています。これをもう少

し具体的な教育的価値として、努力する喜び、フェアプ

レイ、他者への尊敬、卓越性の追求、そして身体・意志・

知性の調和にまとめられています。これで少しスッキリ

しているかなと思います。

しかしここにはパラリンピックが出てこない訳です

が、そもそもこの 2つは全く別の大会です。タイトルは

オリンピック・パラリンピック教育という風になってい

たと思いますが、このタイトルはオリンピック教育とな

っていますよね。今文部科学省が動かしている、このあ

と話す事業などで全国に教育を広げていく時に、名前

は「オリンピック・パラリンピック教育」というよう

に、パラリンピックを名称として並べて示すことを文部

科学省が決定しました。それはパラリンピックを表に出

すことによって人々の関心を高めるということが狙いだ

と聞いています。本来これらの活動を始める時に、オリ

ンピック教育の中に含まれると思っていたのですけれど

も、そもそもパラリンピックを主宰する IPCなどは未

整備な部分も多いです。様々な問題を含んでいると思い

ます。ですので、この Paralympic Valuesというのはそも

そも Olympic Valuesと並べて論じていいものかどうかち

ょっと分からないんですけれども、こういうやり方で進

められていて、2012年ロンドンの前あたりからこの 3

つの価値、4つの価値というのを並べて 7つの価値に基

づく教育を展開するように最近はなっています。その本

質的な部分は、実は調べていくと色々問題はあるのです

が、一応今はこういう形で示されています。

これまでのオリンピック教育については、実はとくに

新しいことではなく、1964年東京の時に実は組織的に

オリンピック教育が行われたと言われております。1964

年の大会は、日本の戦後復興を国際的にアピールする大

会でありました。1972年札幌や 1998年長野の開催時も

日本ではオリンピック教育が行われていて、それぞれ目

的がありました。その中でも、長野の「一校一国運動」

というのは非常に有名といいますか、後々残るようなも

のになって、そのあと世界でも色々な形で行われていま

す。今度平昌がありますけれども、だいぶ遅れていて規

模も小さいと思うんですけれども、ある程度やられるよ

うです。日本の担当は平昌高校だそうですよ。

そして世界のオリンピック教育に目を向けると、カナ

図 4 図 5
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ダやオーストラリア、こういったところはオリンピッ

クの開催を機に web上で色々なプログラムを展開され

ていて非常に充実したものがあります。カナダなどは、

特に冬季大会の開催経験が多く、研究も盛んです。近

年、そのオリンピック教育プログラムとして有名なの

は 2012年ロンドン大会の公式教育プログラムであった

「Get Set」です。そして昨年行われました 2016年リオ大

会では、「Transforma」というプログラムがやはり web

上で展開されたのですけれども、これはもう全く違うも

のです。「Get Set」はかなりお金をかけて業者に委託し

て作成されました。ネット上で登録すると、サイト内に

入れて、色んなイベントの情報や学校で使える教材が中

に整備されていました。「Transforma」というのは、お

金をかけてやったものではないらしく、要するに中心と

なった研究者や 10人に満たない色々な方々が作られた

と聞いております。今はもうサイトは閉じられてしまっ

ていますが、「Get Set」はイギリスのオリンピック委員

会が引き継いで今も運営されています。

それでは日本ではどうするかというと、日本における

オリンピック・パラリンピック教育の主な推進主体とし

ては、もちろん組織委員会、そしてスポーツ庁ですね。

そして、みなさんご存知だと思いますけれども、オリン

ピックは都市で開催するものであって日本、国で開催す

るものではないのです。したがって東京都が開催都市で

あり、東京都は教育委員会が中心になってかなり独自に

教育の取り組みを進めています。そしてもちろん JOC、

JPC、そして日本財団パラリンピックサポートセンター、

そしてスポンサーなど。内閣府もあるのですが、そうい

ったところが中心となって教育が進んでいます。オリン

ピック教育とは何かという結論が出ないままにこんな時

間が経っていますけれど、具体的には、オリンピックそ

のものについての学びというのと、オリンピックを通し

て学ぶということ、スポーツの価値や文化といったとこ

ろですね。そして共生社会。主体として東京都、組織委

員会が全国に広げていくということで、オリンピック・

パラリンピックムーブメントを推進していくことが有識

者会議に先立ってまとめられた内容です。

そしてそのプログラムとしては、オリンピック・パラ

リンピック教育のプログラム「ようい、ドン！」をご存

知の方いらっしゃいますか？ どう思いますか、この

ネーミング。しかもこれはここに示されているように、

オリンピック教育プログラムとして組織委員会が始めた

のですけれども、「Get Set」とか「Transforma」のよう

なものとはちょっと異なるんですね。インターネットを

通じてそこに登録して入っていくと教材や色々なプログ

図 6 図 7

図 8

図 9
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ラムがあるというスタイルではなく、日本は日本の教育

システムを使った、つまり、教育委員会制度ですね。文

科省が何か伝えようとすると、各県の教育委員会に伝わ

って、各県の学校にバッとおろせるという、そういう形

が日本で確立しているので、それを使うことで webの

登録システムはあまり必要がないということなのだと思

います。私は始めそういうのをなぜやらないんだろうな、

と思っていたのですけれども、結局このプログラム自体

は、ここに入ると全部見えるという状態にはまだなって

いなくて、色々なものが整備中という感じですね。もち

ろん組織委員会のホームページを中心にしてやっていく

んですけれども、そこまでは JOCですとか色々な組織

が資料や教材を提供していますし、例えば東京都の教育

委員会のサイトを開くと色々な教育実践例を見ることが

できます。つまり、少し分散しているっていうのは事実

ですね。現在、教育プログラムを実践した学校には、「よ

うい、ドン！スクール」として認証される制度があって、

このマークが使えるようになっています。オリンピック

とパラリンピックのシンボルマークは非常に厳しく管理

されていますので、こういう形が見えるような利点があ

るといいのだと思います。

次に東京都のオリンピック・パラリンピック教育の基

本方針はご存知ですか。「オリンピック・パラリンピッ

ク教育の精神」、「スポーツ」、「文化」、「環境」という 4

つのテーマを、「学ぶ」、「観る」、「する」、「支える」の

4つのアクションで展開しましょうというのが東京都の

やり方です。これで育成すべき 5つの重点ポイントとい

うのも示されています。そして東京都は今、年間で 35

時間オリンピック・パラリンピック教育をやらなくては

いけないということで、都内の私立も含めた小中高すべ

ての学校でやるように進められています。

このように東京都はすごく進んでいるのですけれども、

全国を巻き込んでムーブメントを起こさなければいけな

いだろうということで、スポーツ庁が中心になってオリ

ンピック・パラリンピックムーブメント全国展開事業を

展開しています。この事業は平成 27年に調査研究事業

という形で始まって、最初の年は筑波大学だけが 3自治

体、宮城・京都・福岡を相手に、試しに始めてみたとい

うことです。平成 28年度からは、早稲田大学と日本体

育大学が入り 3大学が拠点になって、自治体を増やして

います。今年は、7自治体ずつですので 20自治体が対

象となっています。平成 29年度からは各自治体が直接

スポーツ庁と契約する形になっています。具体的な活動

の流れとしては、拠点の各県の代表の方が集まって、年

度の方針を伝える全国セミナーから始まり、各県にもど

図 10 図 11

図 12

図 13
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って、各自治体で指定した推進校の先生達を集めて、地

域セミナーで具体的な活動の方針や事例を伝えます。そ

して学校で色々と実践をして年度末に報告会をするとい

う形を 1年間で回して、推進校にお金が配分されますの

で、それを使って色々やって下さいね、というようなシ

ステムです。

そして、先ほどの東京都の基本方針（4つのテーマ×

4つのアクション）というのをイメージして欲しいので

すが、本事業では以下のような目標、教育テーマを示し

ています。1）オリンピックの意義や歴史、2）おもてな

しやマナー、3）共生社会、4）伝統や文化、そして 5）

スポーツそのもの、というテーマです。これらをテーマ

として学校の中では実際にどんな時間に活用できるかと

いうと、①教科教育、②総合的な学習の時間、③すでに

ある学校行事、そして④オリンピック・パラリンピック

に特化したイベント、⑤生活に密着させる、⑥交流、外

国の一校一国運動などを含めてですね、そういったもの

で展開できるのではないかと提案しています。そして実

際、昨年度の報告書について、111校を対象にして調べ

たところ、結局オリンピアンとかパラリンピアンを呼ん

で体験した話を聞くというものが多いです。あとパラス

ポーツ体験も近年は多いですね。そして調べ学習とか、

おもてなし講座みたいな形が多い。そして成果としては、

もちろんオリンピック・パラリンピックへの関心の高ま

り、スポーツへの関心の高まりなどですね。そして、障

がい者への理解、文化・国際に関する理解や関心、道徳

的な価値です。こういったものが身に付くということが

挙げられていました。そして課題としては、これは実は

単年度計画なものですから、運営上の問題で、契約が遅

くて計画が立てられないとか、お金の使い道として何に

使って良いか、使っていけないというのが難しいとかそ

ういった課題が色々と挙げられていました。

最後に、こういった形で展開していくと、やはりオリ

ンピック・パラリンピックが終わったら、教育も終わる

だろうということが予測される訳ですが、スポーツ庁は

そもそもこれを契機にしてと言っていますので、もち

ろん終わってからも続けていくということです。「レガ

シー」という言葉を使いますけれども、オリンピックや

パラリンピックを開催したことで後世まで残る様々な影

響のことを言います。それは、形のあるもの、形のない

ものがあるのですが、教育は形のないものですよね。学

校教育の中に残していくにはどうしたらいいか、という

ことが課題となる訳ですが、やはり学校というのは新た

なものが入ってくることに抵抗があります。学校現場は

ただでさえ忙しく、やらなくてはいけないことがいっぱ

いある訳です。ですから、本来ある教育課程の内容にオ

図 14 図 16

図 15 図 17
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リンピック・パラリンピックを活用する様な使い方でな

いと続いていかないということです。

それから 2つ目は内閣府が進めていますホストタウ

ン事業です。今度、慶應義塾大学もイギリスチームを迎

えるということですけれども、地域の、日本全国の小さ

い町とかがホストタウンで何かの競技の事前合宿などを

呼ぶという形で関係ができる訳です。大会後にそういっ

た関係を継続していくというのが 1つの方法だと思い

ます。

3つ目は、「オリンピックは素晴らしいものだ」とい

うだけではなくて、色々な問題があるだろうと。いい点

も悪い点もきちんと見据えて形を作っていくということ

ですね。そしてその課題を継続して、ディスカッション

したり、考えていくということが大事だと思います。パ

ラリンピックについては、こんな無責任なこと言っても

なんですけれど、未整備なところがたくさんあると思い

ますので、これを契機に色々と改革して行くことも大事

だろうなと思っています。レガシーとして残すためには

このようなやり方がいいのではないか、という提案です。

以上で発表終わらせていただきます。ありがとうござい

ました。

福士：宮﨑先生ありがとうございました。我々が分かっ

ているようで分かっていないオリンピック教育や現状な

どに関して色々と、短い時間の中でしたけれどもお話し

頂きました。3名のシンポジストの方の発表が終わって

から質問も含めまして議論をしていきたいと思いますの

で、引き続きお話を聞いて頂ければと思います。それで

は続いて、二宮先生。

二宮先生はボランティアのシンポジウムを開催すると

決まったあとにどなたかお話しできる方がいらっしゃら

ないかな、と我々の関係を通じて当たっていたところ、

直接知り合いだったわけではないのですけれども、お話

をした時に快く引き受けて頂きました。その打ち合わせ

の際にもボランティアについてお話しいただいたのです

けれど、ボランティアに対する熱意も伝わり、非常に面

白い話を頂けるのではと楽しみにしております。それで

は、よろしくお願いします。

スポーツボランティア教育の展望

二宮雅也（文教大学）：文教大学から参りました二宮と

申します。私は大学で、スポーツボランティア教育を授

業の中で実践しています。そのほかにも、日本財団ボラ

ンティアサポートセンター参与として、2020年東京大

会のボランティアサポートを行っています。具体的には、

大会ボランティア 8万人、東京都の都市ボランティア

で 1万人、さらに神奈川、千葉、埼玉、宮城、福島、北

海道と全国の会場ボランティアを合わせて約 11万人か

ら 12万人位必要だと言われていますが、この、12万人

のボランティアが共通して学習する教材作成が、私に課

せられている今一番の業務でございます。それから、そ

の 12万人位を選抜していく時に、面接官も今から 500

人養成しなければならないのですが、この面接官も実は

ボランティアなんです。その面接官の選抜も業務として

引き受けております。それから、集合研修といって選ば

れたボランティアさんの研修があるのですが、その時に

講師が必要になります。この講師も何百人も必要な訳で

ありまして、その講師が使うテキストの作成と講師の選

抜というのをあと 2年位でやってしまわなきゃいけない

ということで、大変荷が重い状況でございます。その傍

ら、傍がどっちかわからなくなってしまうんですけれど

も、今日は自分がやっているボランティア教育について

発表していきたいと思っております。

私は文教大学の越谷キャンパス（埼玉県越谷市）にお

りまして、私が担当している「コミュニティイベント論」

二宮雅也氏
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という授業の一環で「さいたま国際マラソン」にボラン

ティアとして参加しております（図 18）。私は大学で「ボ

ランティア論」という授業を担当しています。その専門

としては、大学の授業でボランティアに参加することに

歯がゆい思いもあります。ただ、今そういう機会を与え

ないでボランティアする可能性がどれ位あるのだろうと

考えた時に、自らボランティア精神があってボランティ

アをやる学生も確かにいるんですが、そういう学生だけ

ではないのも事実です。まずは経験してもらうことによ

って興味関心を持って、今後ボランティアに参加するパ

ターンもあると思いますので、今はそういう意味で積極

的に経験とか体験をさせるものだと割り切って、この授

業は展開しています。

私も学生と一緒に活動しながら現場の雰囲気とか様子

を見てやっている訳ですが、例えば給水のコップの置き

方一つでも非常に勉強になります。マラソンでは最初の

選手はすごいスピードで来ますので、間隔を詰めておく

とコップがバラバラと倒れてしまう訳ですね。ですから、

トップ選手のスピードに耐え得る間隔でコップを置く訳

なんですが、その内だんだん 6時間ぐらいでゴールを

する選手が来ると、立ち止まって水を飲み始めるんです

よ。そうすると、並んでいるものでは足りなくなるんで

すね。その時は、すし詰め状態のものを置いて適当に飲

んでくださいという形になるんですけれども、時間とと

もにコップの配置を変えていくんです。学生が自分で

考えながら、そろそろこの位の間隔じゃ足りないなとか、

自分達で主体的に考えてやり始めるというのは学びの要

素としては大きいかなと思っています。それからテーブ

ルの設置も同様です。道路側に机を置いた方が実はボラ

ンティアとしては活動しやすいんですけれども、世界記

録を狙っている選手は実は 42.195kmを計測した一番

ギリギリを走ってくるんです。だから計測ポイントに邪

魔にならないように机を設置してあげないと世界記録は

狙えないのです。ですからそのような自分たちが競技に

関わっているんだというその関わりの意識ですね、この

辺もボランティア教育の面白いところかなという風に思

っております。ちょっとこれ見てください。

（動画）

これもですね、別に「頑張って」と声を出して応援し

ろとかそういう指示を特別には与えていないんですけれ

ど、勝手にこうなってくるんですよね。やっぱり雰囲気

に飲まれてきて選手達とどうコミュニケーションすると

楽しいのかなということを学生は考え始め、ここも学び

の主体性が出てくるところで非常に面白いポイントだな

という風に思っています。

（動画）

これなんかもすごいです。実は、給水所のコップが切

れたのです。それで、コップが切れたらどういう指示が

事務局から来ているかというと、コップが切れたら業務

は終わりという指示なんです。ですが、学生達は次から

次へと来るランナーの数を見てここの給水所は閉じたら

いけないと自分達で判断したんです。それでとった策

がこの大きなペットボトルをそのまま置いて、どうして

も飲みたい人は飲みに来るだろうという作戦に出た訳で

すね。マラソンに慣れてる人は、手前の給水所でもらっ

たコップを取っておいて持って来る人もいるのですけれ

ども、やっぱり初めて走られる方とかは、もうラッパ

飲みでいいからということでもらっていく人もいるんで

す。もちろんこれは、衛生上とか普通に考えるとNGです。

NGなんですけども彼らはそういうことを、分からずに

やっていることなんですけれども、でも自分なりに工夫

していることは事実として捉えられるということですね。

（動画）

これも非常に面白いシーンでありまして、実は彼女た

ちは道路の手前側で給水の作業をしていたのですけれど

も、仕事が終わったんですね。終わってすることがなか

ったから今度は道路の真ん中に移動して折返し地点を逆

に進行してくる帰りのランナーに応援を勝手に始めたん

です。どうやって応援するのかっていうのは手を振るん

です。手を振ると相手が手を振り返してくれることに気

づいたんですね。でも実はこれも NGでして、道路を渡

って中央分離帯で応援することは禁止されているんです。

ダメなんですが、彼女達は選手が喜ぶだろうと自分で考

えた訳ですね。ここにも、主体的な学びのポイントがい

図 18
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くつかあって、この辺が面白いところなのかなという風

に思います。

それから、障害者を支えるスポーツボランティアもた

くさんありまして、写真（図 19）は視覚障害者の伴走

の練習をしている様子で、歩いたりとか簡単に軽く走っ

てみたりみたいなことから始めることによって、一緒に

スポーツをしながら支えるようなタイプのボランティア

もあるのかということに気づく訳ですね。例えば、リオ

デジャネイロパラリンピックの時には、道下選手が銀メ

ダルを取りましたけれども、この時も 2名のガイドラ

ンナーが 20km地点で交代をしてメダルを取っていまし

た。パラリンピックではメダルを貰うとガイドランナー

も一緒に表彰されます。ですから、こういうパラリンピ

ックの中にはトライアスロンとかもそうですけれども、

ガイドランナーと選手とが一緒にプレーをしていくとい

うような要素が結構ありますので、教育にはもってこい

のプログラムなのかなという風に思っております。

しかしながら、近年どうしてもこの東京 2020大会を

意識したボランティア教育という波に少し押されており

ます。私も関係しているので文句を言えないのですが、

色々な形でスポーツボランティアを専門とする NPOと

か団体と大学が提携をしてスポーツボランティア教育を

進める。そしてスポーツボランティアに単位を出すと。

単位を出してリーダーの資格を取って、できれば大学生

がそのままそのボランティアとして東京 2020大会に関

わっていけるような、そういう仕組みを作っていこうと

いう動きが盛んになっているんですね。このタイプの怖

い所は、東京 2020大会のあとが保証されるのかといっ

た時に、多分これ終わっちゃうんじゃないかなという気

がしているんです。では大学生は一体どんなモチベーシ

ョンを持っているのかというので、まずはちょっとイギ

リスのボランティアに採用された人達の声を聞いてみた

いと思います。

（動画）

結構キャリアのことを意識しているような声が若者の

中に多いかなと思います。ただ日本の場合は新聞（図

21）にも出ていますが、「ボランティアって結局タダ働

きでしょ」みたいな声も大学生の中からは多いですね。

例えば面白かったのが、「派遣社員なら時給 2,400円に

は値するのじゃないの」とかそういう具体的な意見が出

てきたりとかですね。ある学生の方は、中国語を勉強し

ているのだけれど、外国語を話せるようになることまで

の努力を考えるとこれボランティアにやれというのはお

かしいんじゃないかとかですね。そういう様な有償を求

める声が新聞上にも出たりしています。ですから、そも

そものボランティアとは何だろうという教育も必要なん

だろうと思います。また、若い人達を巻き込んでいくと

いう所で何を留意しなければいけないのかなというとこ

ろも、後々ディスカッション出来たらいいなという論点

です。

それからもう 1つは、オリンピック・パラリンピック

教育のことに関してですけれども、私の大学も私立大学

の中では多くの教員採用者を出している大学なものです

から、とにかく大学に入って来る学生は教員志望者が多

いんですね。そこで、教職を目指す学生に、オリンピッ

図 19

図 20

図 21



シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録

15

ク・パラリンピック教育プログラム講習を 2年間にわた

ってやりました。講習前にアンケート（図 22）をとる

と、ほとんどの学生達がオリンピック・パラリンピック

教育を「やれない」とか「全然知識がない」という結果

が出ました。講習後に同じアンケート（図 23）をとると、

理解度等の数値は上がってきて、そして「オリンピック・

パラリンピック教育の事前教育は必要か」という質問で

はほとんどの学生が「必要」だと感じている結果になり

ました。

学生が考え出したオリンピック・パラリンピック教育

プログラムについてご紹介したいと思います。その 1つ

が「シッティング鬼ごっこ」です。座ったまま鬼ごっこ

をした後に、立ってやれる子と座ってやれる子とを分け

て不公平さをあえて作ってみる。そしてその中で、みん

なでできるルールってなんだろうということを考えて再

度決めたルールで鬼ごっこをしようと。多分この辺が今

日話しているボランティアマインド、つまりどんなこと

をすると支えになるのかということにつながると思いま

す。実はルール変更というのはボランティアの精神の中

でものすごく重要なんです。特にみんなが楽しめるルー

ルを作るとかですね。最近「ゆるスポーツ」とかも流行

っていますけれど、ここは非常に重要な視点になります。

私も最近小学校に行ってオリンピック・パラリンピッ

ク教育の授業をすることが多くなってきたのですけれど

も、本当に子供達にオリンピックとかパラリンピックを

伝えるのは難しいです。大学では偉そうに喋っている

のですけれども、小学校 3、4年生を対象にして喋ると、

もう普段使っている言葉が使えないですよね。ですから

そこを自分なりに平易に落として考えて身振り手振りで

教えていくということが大変でして。こういう教材の開

発とか、何かわかりやすいものとか、オリンピックとパ

ラリンピックを一緒に授業できるものとか、そういうも

のは今後必要なのかなという風に感じております。

最後に、大学でボランティア教育をする意義ですが、

やっぱり楽しさがどこかにあるんですね。その楽しさを

見つけてもらえるとおそらくその後に主体的に関わって

頂く、つまり自分から自発的に動き始めるボランティア

教育に繫がっていくのではないかと思います。それから

先程の伴走の事例にあったように、選手と共に楽しんだ

りとか、地域の人たちと関わって遊んだりとか、そうい

うことで喜びが二倍になるということを知ると、支える

だけでなく支え合っているんだなあという感覚の醸成、

この辺に繫がってくるのかな。それからボランティアを

しながら何か可能性とか課題を発見するということも大

事で、それはアドボカシーと言いますけれども、この醸

成に繫がっていくとか。それから、募集されているボラ

図 22

図 23

図 24

図 25



16

ンティアだけではなくて自分達でこんなボランティアで

きないだろうかということを考えることで、先駆性、ど

こが整備されているどこが整備されていないかというこ

とに繫がるのではないのかなという風に思います。

そして、ボランティアを継続するための一番のポイン

トは周りからの感謝の言葉と周囲から認められるという、

レコグニションと言われてまして、それをお互いに関係

性を構築できるかが鍵なんです。そのためには、基本的

にはボランティアに興味がある人にボランティアの話を

しても意味がなくて、ボランティアに興味がない人にボ

ランティアの人達はこういう活躍をしているということ

を教えていかないと、この文化は醸成できなくて、それ

ができるとボランティアはレガシーに残る様なパターン

になっていくかなという風に思っております。どうもご

静聴ありがとうございました。

福士：二宮先生ありがとうございました。ボランティア

の本質とその教育の難しさ、あとは最後におっしゃって

いましたボランティアを文化として作っていくためにと

いうところは課題もあるのではないか、というところで

また議論を深めていきたいと思います。

それでは、続いて稲見先生よろしくお願いします。稲

見先生は、今年の 4月から慶應義塾大学に着任されまし

たけれども、着任して早々オリンピックチームのプロジ

ェクトの中心として今まさにたくさん活動していただい

ております。その実際や今後の展望についてお話頂ける

と思います。それではよろしくお願いします。

KEIO スポーツレガシー 
〜 東京 2020 オリンピック英国サポートを

通じた“生きる力”を備えた人間育成 
プロジェクト【KEIO 2020 project】〜

稲見崇孝（慶應義塾大学体育研究所）：慶應義塾の稲見

と申します。よろしくお願いします。私からは、慶應

義塾に 2020年の 6月頃にイギリスチームが来ますので、

そこでどんな取り組みをするのかということを事例的に

ご紹介させていただければと思っております。実際には

イギリスチームの受け入れを通じて、慶應義塾大学に何

を残していけるのか、というのが焦点であります。

私たちが“生きる力”というものを残していければ、

世の中の流れに飲み込まれずに大学の教育の中にどうや

ってレガシー構築をつなげていくかということをしっか

りと考えていく必要があるのかなと思っております。ス

ポーツボランティアを養成するための既存プログラムは

大変素晴らしいものですが、“慶應義塾大学らしさ”を

付加するために、自分たちで何が必要かを考えて自分た

ちでそれを養っていければというところをポイントにし

たいなと思っております。

2020年の 6月頃になりますが、イギリスチームが日

吉にやってきます。慶應義塾だけではなくて、横浜市や

川崎市と協力してイギリスチームを支えていくことにな

るわけです。横浜市や川崎市は、それぞれにスポーツボ

稲見崇孝氏
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ランティアセンターがありますが、慶應義塾の場合は

どこがアクションを起こしていくのかというのが KEIO 

2020 projectという我々の組織です。慶應義塾大学のボ

ランティアサポートを担おうという取り組みを本日ご紹

介いたします。

我々は 2016年から活動しており、可能な限り学生主

体で運営することを念頭に置き活動を進めていますが、

私たちだけでプロジェクトを進行するのではなく、横浜

市や川崎市と足並みをそろえて、共通の目標を持ってサ

ポート体制を強化していこうという話し合いを、最近行

っています。

共通の目標に関して、1つ目は、やはりアスリートフ

ァーストです。選手をできる限りベストなコンディショ

ンで選手村に送り出そうという目標です。

2つ目は、宮﨑先生からもお話がありましたが、メダ

ルを取るだけではなく、地域振興を含めた色々な要素か

ら横浜市や川崎市と地域を盛り上げていこうという目標

です。

そして、3つ目は、イギリスから色々な文化の影響を

受けて、できればそれを慶應義塾大学らしく咀嚼して、

日本の魅力も伝えていこうという目標です。このような

目標を踏まえて、慶應義塾大学を中心としてどんなレガ

シーを残していくのかを日々プロジェクトの皆と話しあ

っています。

さて、日吉キャンパスに一体どんな種目がやってくる

かということでありますが、いくつかありまして、今

工事をしております新記念館、そして陸上競技場、蝮

谷の体育館といった色々な施設を使いまして、2017年

3月時点で 13の種目を受け入れることになっておりま

す。横浜市は国際プール、川崎市は等々力競技場を拠点

に色々な種目が展開されますが、やはり群を抜いて種目

数が多いのが慶應義塾大学の特徴となります。日本には、

体育学部やスポーツ科学部、健康科学部、これらをミッ

クスした学部もいくつかありますが、こと慶應義塾大学

に関しては、文学部、経済学部、法学部、商学部、理工

学部、医学部、薬学部の学生が日吉キャンパスに通って

おり、それぞれ滞在する学年・期間は決まっております

が、比較的どこがスポーツに特化するのかというと決ま

った学部はございません。これをどうやって捉えるかは、

捉え方次第で、真っ白なキャンバスの上にどんどん新し

いものを広めていこうと、今のところはプロジェクトを

進行する中でどのようにしてスポーツボランティアの教

育をしていこうかを考えています。

二宮先生がおっしゃっていたスポーツボランティア養

成システムを用いるのも 1つなのですが、やはりなる

べく慶應義塾大学のレガシーを残していくことを考える

と、慶應の歴史や大学の特色を加味する必要があるので

はないかと考えております。そのため、結果的にはオ

リンピック・パラリンピックは題材の 1つということ

であって、最終的には 2020年の後にもしっかりとレガ

シーを残していくという取り組みが必要です。イギリス

チームが来るということが決まって、すぐにシンプルな

KEIO vision（アジェンダ）を立てました。

2017年は、組織の確立から始まり、本日のシンポジ

ウム開催とリンクしていまして、オリンピック・パラリ

ンピックの勉強につなげていこうと考えています。2018

年も何回かシンポジウムを開きますが、来年は現在組織

している学生らとともに英国を視察に行くという計画が

進んでいます。一方、国内では日韓W杯の時に淡路市

にイングランドが来ていますので、関連地域とコンタク

トをとり国内でも視察を行う予定です。勉強のテーマと

しては、ジェンダーとか LGBTとか現実的な問題課題

をどんどん取り入れていこうと考えておりますが、この

visionが前倒しになるなど、色々な修正を必要とする現

図 26 図 27
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状があるので近いうちに改めたいとは思っています。

それで事例的紹介ですので、現在我々がどんな組織な

のかということを簡単にご紹介させていただきます。

イギリスチームから実際にああしてほしい、こうして

ほしいといったオーダーがあった時には、まずは慶應義

塾の中の塾長室・国際連携推進室・日吉運営サービスと

いわれる事務組織に連絡が入るようになっています。こ

こに体育会が絡むこともあるでしょう。この組織間で話

し合われた内容を「誰がやるのか」となった時にアク

ションを起こすのが私たちの組織ということです。私た

ちの組織はそのアクションの形を色々考えて、イギリス

チームをサポートするというサイクルでプロジェクトを

進めているのですが、実際に時期が近くなればなってい

くほど、このサイクルを逆行する形（イギリスチームか

ら KEIO 2020 projectへ直接依頼がくる流れ）で情報が

展開される場合もあると思いますので、対応できるよう

に色々な準備をしていかなくてはいけません。

プロジェクトに参加する学生をどのように集めている

のかという具体的な方法ですが、LINEを活用しています。

口コミや掲示ポスターを使って情報を展開し、興味のあ

る人を LINEを使って募っている状況です。現在興味を

持っている方が LINE上で作られるグループに友達や知

り合いを経由して招待され、グループ上で情報を得ると

いった形になっております。2017年に私が赴任してす

ぐの段階では 30～ 40人ぐらいでしたが、現在 250人に

まで増えております。その中で運営委員会というものを

作りまして、50人ほどが運営委員として参加しています。

この運営委員の中に 1人のリーダーがいまして、その下

に渉外・企画・広報・通訳・会計というグループを組織

し、掛け持ちも含めながら活動をしています。

渉外というのは、横浜市や川崎市と一緒にやることが

多くなりますのでそういった会議に出席して企画・イベ

ントの話を進めます。そのため、比較的企画グループと

一緒に活動することが多いですね。

広報は、外部への情報発信の他に、興味を持ってくだ

さっている方へのプロジェクトの説明会を月に一度行う

ことや、興味を持っているという方と運営委員とのパイ

プ役という仕事があります。先にも申し上げたように、

学部によっては 1年生の間しか日吉キャンパスにいない

とう現状もあるので、運営委員でいたいけれど、どうし

ても物理的な距離ができ継続した参加が難しいといった

方への対策などを含めた内部への情報発信も仕事です。

通訳は、その名前の通りでありますが、通訳のみなら

ず、翻訳に関する研修を実施し、横浜市や川崎市と足並

みを揃えていこうという形でやっております。

一方、横浜市・川崎市・慶應義塾大学が縦断的にそれ

ぞれ異なるスポーツボランティア育成システムを展開し

ても限界があるため、現在は、横浜市や川崎市と一緒に

スポーツボランティア教育を進めるホスト間での横断的

な育成システム共有を勘案しており、通訳翻訳だけでな

く、スポーツ競技に関する教育や広報に関する教育を、

押し寄せるメガスポーツイベントに備えて共有・構築し

ていこうという調整をしております。このような取り組

みでは、地域の方との交流がうまれます。実際に私ども

ホスト 3機関でやっていこうとした時に、例えば神奈川

県で活動している人が東京で活動しても特に問題ないわ

けですが、できれば“愛校心”ならぬ“愛郷心”みたい

な“郷”に根付くという仕掛けがスポーツボランティア

人口の空洞化を埋めるために大切になるので、横浜市や

川崎市の人たちとの関わりを通じて、「ここにイギリス

を呼ぶんだ」という共通の意識をもって交流を図ってい

きたいなと考えています。

ですが、我々は教育機関ですので、こういうことを行

ったということに対する検証は、別途行わなければなり

ません。現在、社会的スキルや自己効力感、それからと

関連するライフスキルの変容調査を 1年に 1回行ってい

まして、これが 2020年ならず、2021年、2030年となっ

た時にどのような変容を示すのかをしっかりと確認して

いこうと考えています。先にも述べたように地域にしっ

かり根付き愛郷心を抱くことで、空洞化する 30代、40

代のボランティア人口が少ないところを、プロジェクト

に参加していた卒業生がカバーしたり、また、教育を受

けた学生が地域でリーダーシップを発揮してくれるとい

う波及効果へと繫がってくれればハッピーかなと思って

図 28
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います。

2017年も 12月で終わりですので、これまでの足跡

を紹介させていただきます。

1つ目は、LINEなどに興味を持ってくれた学生に対

する定期的な説明会や不定期で行うガイダンスでの募集

です。ガイダンスは、新 1年生のためのもので、新 1年

生に対してプロジェクトの取り組みを紹介する時間を大

学からいただいております。

2つ目は、運営委員会の会議です。月に一度定期的に

行っています。

3つ目は、対外的な活動が増えていきますので渉外グ

ループに在籍する学生を中心にしましてマナーインスト

ラクターを招いてのマナーアップ研修会を行った様子で

す。

4つ目は、神奈川県から依頼のあった東京五輪音頭神

奈川県 ver.にも出演させていただきました。

5つ目は、SNSの本格運用です。特に facebookに力

を入れているのはイギリスのチームが調査を行った結

果を反映しています。Facebookや Instagram、twitterと

いったいろんな SNSの媒体がありますが、どれが一

番イギリスで使われているかを調査した結果によれば、

facebookが一番多いというのが理解されています。で

すので、私たちもイギリスチームに足並みを揃えて

facebookを使っています。

6つ目は、ポスター制作です。最初にもお話しした通り、

慶應義塾大学にはスポーツ科学部などの専門学部がない

ので、しっかりとした教育をしていこうという取り組み

の一環でイギリスを含めた外部向けのポスター制作を行

っています。学生はそれぞれテーマを考えてポスター制

作に向き合っています。これは実際にイギリスチームが

来た時に、横浜市や川崎市のことを全く知らずに来て、

知らずに帰るという現実に対応したもので、作ったポス

ターをイギリスチームや外部の方の目に止まる位置へ掲

示して私たちのことをもっと知っていただこうといった

取り組みです。

7つ目はパネルの製作です。今、記念館を工事してい

ます。記念館前に置く資材を囲む防壁パネル（白い高さ

3mのバリケード）に、機運を高める目的でオリンピック・

パラリンピックに関するシールを貼らせていただけるこ

とになり、作業がスタートしました。このパネル制作は

約 1ヶ月間、オリンピック・パラリンピックの楽しみ方

をいかに伝えるかをテーマにみんなで考え、提案されま

した。

8つ目は、スポーツには観る・する・支えるといった

視点がありますが、まずは実際に見たことのないスポー

ツを観戦しようということで、フェンシングのW杯を

見に行く活動がありました。ちょうど昨日ですが、川崎

にありますブレイブサンダースさんというプロバスケッ

トボールチームにお願いしてボランティアを体験すると

いう企画もスタートしたばかりです。

9つ目は、横浜市や川崎市と育成システムを共有して

いこうといった会議で、学生がスライドを作成し、発表

する、という機会がありました。マナーアップ研修会で

行った名刺の渡し方も実践されました。

最後になりますが、私たちの取り組みをどのように残

していくのかということです。いくつか二宮先生がおっ

しゃっていたアクションを考えると、「知る」というこ

とと学生が「考える」という要素が必要かと考えます。

そして、考えたものを慶應義塾大学なりに再構築してイ

ギリスのチームを招き入れるために「作る」というとい

うことが、レガシー構築のために重要なポイントになっ

ていくのではと考えています。

2012年のロンドン大会の時に、ジャマイカ代表のボ

ルト選手（当時）が「全てはバーミンガム大学のおかげ

図 29 図 30
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です」と言ってバーミンガム大学の躍進を助けたことは

有名ですが、私たちもそこへ習えとは考えていません。

「全ては慶應義塾大学のおかげです」と言ってもらえれ

ばそれはそれで嬉しいのですが、やはり、ホスト 3機関

でやったということが大事なので、「全ては横浜市・川

崎市・慶應義塾大学のおかげです」と言ってもらえるよ

うに取り組んでいきたいなと思っています。

そういった中で醸成されたものは“生きる力”につな

がっていくと思っておりまして、福澤諭吉先生がおっし

ゃっていた言葉になぞらえて「先ず生きる力を成して後

に社会の先導者たれ」という最終的には社会に還元でき

るような意味を込めた副題を添えたところです。このよ

うにして蓄積されたものを慶應義塾大学のレガシーとし

て残していきたいです。

全体討論

福士：稲見先生ありがとうございました。それでは、こ

の後会場をセッティングして議論に入って行きたいと思

います。

それでは残り 30分くらいのお時間ではありますが、3

名の意見を受けてまずは竹市先生の方から、お話をいた

だければと思います。竹市先生は、全国大学体育連合関

東支部の支部長をされております。それでは、竹市先生

からお話をお願いいたします。

竹市勝（国士舘大学・（公社）全国大学体育連合関東支

部長）：みなさんこんにちは。大学体育連合の関東支部

の支部長をさせていただいております、国士舘大学の竹

市と申します。本日は 3名のシンポジストの先生方のお

話を拝聴できまして、非常に色々な面で勉強になったと

思います。私自身、体育社会学という分野ではなく、実

験系の専門でして、こういったところは普段触れること

がない分野なのですが、今回支部長ということでこうい

った大役を仰せつかっております。ここでは、私の国士

舘大学の取り組みについて若干紹介させていただきなが

らお話をしたいと思います。

オリンピック・パラリンピック教育、これをやれと大

学の方から御達しがあり、保健体育の部会がやれといっ

た風に回ってくるのですが、そういった時にどうやって

竹市勝氏
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やるんだろうな、といった話で我々も困惑したわけです

けれども、今回の先生方のお話を参考にさせていただく

ことができたのは非常に良い機会になったのではと思い

ます。オリンピック・パラリンピックというとスポーツ

ということで、体育という部分が付きまとってくるので

すけれども、大学としてこのオリンピック・パラリンピ

ック教育をどう進めていくのかという意味では、大学に

存在する各学部が協力して学生にオリンピック・パラリ

ンピック教育をしていかなくてはいけないと思います。

国士舘大学では世田谷キャンパスには政経学部・文学部・

法学部・理工学部・経営学部、そしてキャンパスは違い

ますが、多摩キャンパスには体育学部、町田キャンパス

には 21世紀アジア学部と様々な学部が存在しておりま

す。この各学部からのオリンピック・パラリンピックに

対するアプローチということで、15回のシラバスの中

のそれぞれ一時限分を使って、例えば政経学部であれば、

政治とオリンピック・パラリンピックとか、経済とオリ

ンピック・パラリンピックといった形の取り組みで、全

学部によって学生を教育していこうというような段取り

を進めている最中です。体育学部はもちろんそうなので

すが、法学部ではオリンピック・パラリンピックと法律、

理工学部では、オリンピック・パラリンピックと環境や

テクノロジーといったタイトルでそれぞれの学部で自分

たちの専門を生かしたアプローチ、といったところでオ

リンピック・パラリンピックとの絡みを学生に教育して

いこうという取り組みを起こそうと考えています。

今回、オリンピック・パラリンピック教育ということ

で宮﨑先生、ボランティア教育の二宮先生、そしてプロ

ジェクトのご紹介をいただきました稲見先生、それぞれ

の方々、非常に貴重なご講演をいただきまして大変参考

になりました。これらの先生方のお話をディスカッショ

ンしながら、オリンピック・パラリンピックの教育、そ

してボランティアというと大変広いエリアで色々なこと

を考えていかないといけないのではないかとお話を伺っ

ていて思いました。では、どこから手をつけていくのか

というところが次の段階になると思います。今日はです

ね、先生方、あるいは学生の皆さんがお見えになってい

ますので、それぞれの方々が疑問に思うことや課題に思

うこと、あるいは自分で考えていることの意見を出して

いただきながら最終的に次の段階、つまり来年は何をし

ていけばいいのかというところを見いだせればいいので

はないかと思っております。また、忌憚のない意見をい

ただきながら、そういった最終的に次のシンポジウムに

繫げられることを見つけられればよろしいのではないか

と思います。長くなりましたが、私からの話は以上とさ

せていただきます。ありがとうございました。

福士：竹市先生ありがとうございます。今、竹市先生の

方からありましたが、ディスカッションとしてそれぞれ

挙がった課題等を深めていくべきでもあるのですが、オ

リンピック教育とボランティアという幅広いテーマの中

でひとつの課題を見つけるといったことはなかなか難し

いなと思っております。したがって、もし、3名の方の

お話を聞いて質問等があればそういった形でもいいです

し、何かご意見があればお話をしていただければと思い

ますが、まずはフロアの皆様の方からはいかがでしょう

か？

それでは私自身からで申し訳ありませんが、今私も慶

應義塾大学のプロジェクトに関わりを持っていますが、

そういったところで学生にきっかけを与えていくとか機

会を与える、そして何かを学んでいくといったことも大

事だと思っております。ただ、二宮先生のお話の中で巻

き込んでいく留意点のような、もちろん経験をして主体

的に行動することでそういった楽しさを発見していくこ

とは大事なことだとは思うのですが、そういった良い面

だけではなく、何か気をつけなくてはいけないといった

ことも少し触れられていたと思うのですが、その辺につ

いてお話しいただけると我々も次につながると思うので

すが、その点はいかがでしょうか？

二宮：これは捉え方が色々ですので、僕が考えているこ

とが全て正しいとは思わないで欲しいのですが、オリン

ピック・パラリンピックというのはイベントの中ではす

ごく巨大なものです。つまり、その裏にはものすごいコ

マーシャルのお金が動いているというのが現状で、そう

いったイベントの性質というものをしっかりと見極めて

いかなくてはいけない。その辺の地域で行われている祭

りを主体的に手伝うのだというレベルのものの関わり合

い方とは違い、気持ちが向こうに利用されてしまうとい

ったこともあるようなイベントの体質がありますので、

そこは特に若い皆さんには見極めていただきたいなと思

います。特にどういうところかというと、ものすごく専

門性や特性を活かすようなお仕事、例えば、資格を有し

てなくてはいけないようなもの、例えば国家資格等を
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持っていないとできない部署などもあるので、そういう

ものまですべてボランティアで補おうとしていいのかと

いったようなことに対して、まずしっかり疑問を持って

欲しいなと。何でもかんでもボランティアでできるから、

私は関わりたいんだ、僕は関わりたいんだ、という気持

ちも分からなくはないのですが、次の社会といったもの

を作っていく中で専門性とか対価が支払われるもの、あ

るいは労働とかといったものを若い皆さんが考えていく

ことが必要だと思います。ですので、そこに関しては考

えてほしいと思います。

具体的には、日本薬剤師会がボランティア協力要請を

受けたということだけでもネットが炎上したりとか、特

別な資格を持っているところに要請したら炎上したとい

ったようなことがネット上では続いていますが、僕は都

市議会側にデリカシーがない部分があるなと思っていま

す。もう少しやはり人材というものをどう考えるかとい

ったような哲学を作った上でここら辺はやはりボランテ

ィアの力を頼らないとできない重要なポジションだとか、

ここは専門性を入れてより高いレベルでやらなくてはい

けないとか、そのへん慶應義塾大学さんには色々な学部

があるので、多分、オリンピック・パラリンピックのボ

ランティアの仕事の分類からすると、逆に専門性が活か

せる部分が大きいのではないかと思います。ですが、専

門性の活かし方を全部ボランタリーで済ませていいのか

というところは、学生、大学生としての関わり方、将来

どうやって関われるかというところで見極めて行かない

といけません。やはり教育としてそこは一番重要なとこ

ろだと私は思います。そこら辺がやはり一番気をつけて

ほしい、留意してほしいところだと思います。

福士：ありがとうございます。何かフロアからあります

でしょうか。

村山：慶應義塾大学の村山と申します。実は昨年までシ

ンポジウムをコーディネートしたのですが、昨年のテー

マはリーダーシップ・プログラムを教育に活用するとい

うことで、昨年の日向野先生の理論で率先垂範という目

標を共有したら他人を巻き込んで活動し、そのトレーニ

ングをする場が必要だということで、それが体育スポー

ツにつながるということを昨年お話ししました。今日の

お話にもつながるところが出てきていまして、今の二宮

先生のお話ですとボランティアというもの自体を理解し

ないとうまくいかないということだと思うのですが、大

学の器としては、我々教員側は学生たちに何かしら目標

を作ってもらって他人を巻き込むような活動をしてもら

うことがとても重要だと考えています。そのため、ある

意味ではとても大きく構えてレガシーにならなくても普

段の教育に活用できるということも必要なのではと常日

頃思っています。その辺に関するご意見をいただきたい

と思っています。宮﨑先生もいわゆる小中学生のプログ

ラムで教科のカリキュラムが決まっているからその中に

活用してもらうということで教える内容が決まっている

ので、余分な事が入ってきているところだと思うのです

が、大学という器だと新たな学びの方策を作れる特徴が

あるので大学の方で足りないことがあるのではないかと

私は思っています。そのため、スポーツを知るというよ

うなことが教材になるということを、もう少し大学はど

う考えたらいいかという点に対してご意見をいただけれ

ばと思います。

宮﨑：私が今日駆け足で紹介したものは小中高校の「中

学校」なのですけれども、もちろんオリンピック教育そ

のものに対しては、大学も関わりがあるのですね。しか

しながら、私が日頃いるところは教職のところですから、

先程のお話もありましたけれども彼らが教員になった時

にそういうことをできる人を育てるという事も 1つです

ね。ですけれども、大学の中でのオリンピック教育もも

ちろん必要であって、高校までは学習指導要領というも

のに縛られていて、それで受験とか進学とかもあります

から、学校の先生たちはそこに新たな負荷が課される感

じがあるのですね。さらに何かやらなければいけないこ

とが増える。そうなるとやはり厳しいので、教育課程に

関わる者として、また生きた教材として世の中がこれだ

け騒いでいるのに、学校の中だけオリンピックと関係な

いと言うのではなく活用できるだろうというのが、先程

の話です。そういった意味では、大学ではあまりにも自

由度が高くて、それぞれの学部にはそれぞれの専門性を

活かしてできるという意味では同じだと思います。ただ、

大学も先ほどお話を聞いて思ったのですが、オリンピッ

クに関わる政策ですとか社会的なことですとか、色々な

ことがあると思うのですが、そういったところがオリン

ピック・パラリンピックを教育のチャンスとか、生きた

教材というふうに捉えているかが、なかなか難しいの

ではないかと。そうなると結局は学校の中の小さい小中、
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高校は少し大きいのですが、そういった中と同じような

問題になっているのではないかと思います。ですので、

先ほどのように大学全体で、その選択がおそらく担当す

る先生の中に任されているのではということが事実だと

思います。今、大学の中にも連携組織とかありますよね、

そこで、大学の体育の先生かもしれませんが、中心とな

って他の学部に働きかけたりして、おそらく生きた教材

というかお金もすごく動きますから、社会全体の経済で

すとか、様々なところでスポーツだけの話ではなく活用

できる。ただし現実問題としては、同じような問題があ

るのではないかなというふうに思います。

二宮：ボランティア教育の観点からお答えさせていただ

くと、やはりボランティアの教育の中でなぜそういうも

のが大学に求められているのか、まずはアクティブラー

ニングのような学びの形態の変化というのもありますし、

またコミュニティとの関係性の構築であるとか、あるい

は求められる社会人基礎力といったものが、ボランティ

アと相性が良いというのが僕の印象で、そういうことも

あって学校側が積極的にプログラムに取り入れているの

かなと思います。ただその中で、そういったものを見出

していくと素晴らしい人間教育につながってリーダーシ

ップを有するような良い人間が育つと思うのですが、社

会というものは果たして実際にそういうものなのかを考

えると、やはりそういう人が生まれるということは、そ

うではない人たちも目立つということでもあるので、や

はり強制モデルというところで行くと、そこしか見られ

ない教育というのはまずいなと思います。やはりボラン

ティア教育のいいところは、積極的に自分を磨きながら

社会の課題に対して自分が向き合ってそれを解決すると

いう流れの中で、自分と社会の関わり方だったりとか、

時には負の状況にある人たちを正に戻してあげるとか、

あるいは自分が不利になったときにどうすればいいのか

どうかということを考えると、やはり生きて学んでいく

というところが一番のポイントなので、先生がそれを理

解した上でプログラムを進めないと場当たり的にボラン

ティアを当てはめていくというような形は危険だと思い

ます。

福士：その他フロアの方からありますか？

学生：慶應義塾大学法学部の 3年の山本と申します。二

宮さんにお伺いしたいのですが、最初のボランティアを

集める段階において、おそらく学生側からの動きを求め

られているとは感じたのですが。そこで強制モデルを使

わない場合、限られた大学生の学生の人数として求めら

れている規定の人数を達成するために、入り口にどれだ

けの人を集められるのかというところで、自分は興味が

あって集まった側なのですが、興味がない人をどうやっ

て集めていけばいいのかなというところが、今おそらく

共通認識だと思いますが、学生側にインセンティブを与

えないで行う何か事例というものがございましたら教え

ていただきたいです。

二宮：おそらくインセンティブがなくて集まるというこ

とはないと思います。なので、インセンティブは必要です。

ですが、インセンティブというものが考え方で、現金で

はなくて、自分たちが学んでいくことで将来どういうも

のが見えるかというところをやはり別々で訴えていくと

いうこと、そしてもう 1つは、ムーブメントを作ってい

くということが大事です。やはり、やる気にさせるよう

なムーブメントというものは、人の心動かすものであっ

たりとか、それはもしかしたら映像なのかもしれないし、

SNS上でのコミュニティかもしれない。そして、最も

重要なのは“あなたが必要なんだ”ということです。何

人必要なので来てくださいというのではあまり響きませ

ん。あなたの力が必要なんです、というふうにしっかり

と言う人がいるかどうかです。それはパッションのムー

ブで、今度平昌で開かれるオリンピック・パラリンピッ

クのボランティアの名称は「パッションクルー」という

名称なのですが、やはりその情熱というようなものを共

有したいとか、そういうキャッチフレーズであるとか呼

び名であるとか、慶應ならではのネーミングであるとか、

そういったものが今おっしゃっていた人を集めるという

ところのマネジメントで必要になってくるのかなと思い

ます。そこら辺は先生方がしっかりと考えていると思う

のですが、学生からの意見を募集しながら、慶應ならで

はのマネジメントを強化するところというのは、さっき

のボランティアの本質とは別に、まずは体制を整えると

いう観点からそういったところが重要なのではと思いま

す。ちなみにロンドンは、ゲームズメーカーですね。

福士：まさにそのボランティアに興味のない学生を集め

るというところで、別のイベントを我々も担ったことが
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ありまして、その際に全く人が集まらなくてなかなか苦

労したのですが、そういったところで稲見先生は何かき

っかけ作りとか考えているところはありますか？

稲見：先ほどおっしゃられていたようにムーブメントを

作るというところがまず一番最初に大変な点です。でき

たばっかりの若輩組織の場合には、少し強引にでもプロ

ジェクトを進める必要性があるのかなと思っていて、学

生主体の組織だとしながらも、ある程度軌道に乗るまで

には少し時間がかかるので、一時的に教職員が先導し、

計画に沿って段階を踏んだプロジェクト運営が必要なの

かなと思っています。そういった中で先ほど示したポス

ター制作などの多くの人の目に留まるようなものをしっ

かりと作って、そしてそれを作っている過程をちゃんと

残し発信していく必要性を感じています。そういった取

り組みを継続していくことが最終的には人を集めること

につながっていくのではないかと思います。

二宮：それでは少し甘いかもしれないです。どこが甘い

かというと先程言った、認めるという作業です。レコグ

ニションというんですけれども、あなたのことが必要な

んだ、という所を誰かが直接的にコミュニケーションし

ていくという仕掛けを叶えてあげて、作業だけではなく

てムーブメントを学生全員が持っているか、お互いがお

互いを認め合って、そしてボランティアに参加していな

い場合も「お前すげぇな」というような形、仕掛けが必

要になると思います。もし慶應でそういうものが成功す

ると、他の大学も慶應モデルとして真似てくるのはない

かと思います。

福士：実際に SNSを使うとかそういったところも始め

てはいますけれども、興味のない学生にどう伝えるかと

いうことは課題の 1つかなと考えております。

森：中央大学の森と申します。興味のない学生を集める

というところで 1つ。私は、授業で単位も出るのですが、

もう少しボランティアの多様な授業が各大学で展開され

るというところが重要なテーマと思います。私どもも今

年、文学部で 1つだけ「ボランティア論」という授業を

開設したのですが、それは 3.11以降、学生部にボラン

ティアセンターができて、それを担当している文学部の

心理の教員が努力して 1コマ分の予算をとって始まって

おります。イメージとして単位にふさわしくないと、つ

まりアカデミックでは無いのではないかというところで

単位を認定することに障害があるのではないかというと

ころが現実的な問題だと思います。そこで今日いくつか

出てきたような多様な学問領域にそれぞれリンクしたと

ころでのオムニバス的なオリンピックの歴史だとかボラ

ンティアの歴史だとかと一定のことを網羅した授業をた

くさん展開していけば、学部ごとに 1つずつぐらいはで

きていくのかと思います。1998年の長野の時に、6つ位

の大学の応援団が有志を集めてバス一台で長野にボラン

ティアに行きました。その時に日本的な応援風景を披露

して大喝采を浴びた事例があるのですけれども、それが

特集されたテレビ番組の中でたくさんのボランティアの

内容が入っていて、大学でもとても参考になるのかなと

思っています。その後 2000年のパラリンピックの時に、

陸上競技場で時間の空いている時にプッシュダンスとい

うオーストラリアの小学生が楽しんでいるダンスの音楽

が流れると、連れて行ったうちの 2人の娘は学校で体験

していたので一緒に立ち上がって踊っていました。そう

いった楽しみを陸上競技場のメイン会場の仕上げをする

間の中にも盛り込んで楽しむという文化があるので、そ

うしたものも何か体験もしながら単位も認定できるよ

うな授業を私自身も模索しているところでもあります。

2020年はオリンピック・パラリンピックの集中 15時間

というものを考えているのですが、そういったものの話

も今日聞けましたのでその中で 1つだけ、二宮先生に単

位との関係のお話をもう少し詳しく聞きたいなというこ

とであります。

二宮：まず、色々なタイプの大学があって、授業があっ

てということを前提にしなくてはいけませんし、文科省

が 3.11の時に学生に配慮しろというメッセージを出し

ましたので、そこら辺の絡みもあります。僕が学生の時

に福井県のタンカーの沈没事故で油の流出があり、現地

に行ったのですね。それで帰ってきたら、その教授に呼

び出されてこっぴどく怒られて、単位もくれず、すごく

気を落とした記憶があります。しかし、僕はそれこそが

ボランティアであると考えていて、そういう思いをして

でも行って、行ったことに価値を感じるというところが

ボランティアの大切なところだと思っています。それか

らすると今の大学生のボランティア環境というのはす

ごく良くて、学校の中にボランティアセンターがあって、
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ボランティア募集もしてくれる中間支援組織はいっぱい

あって、ネットでもボランティアを探すことができるの

で、そういったボランティア社会をちゃんと概説するよ

うなボランティア論、プラス経験というものがワンセッ

トになったものに単位を出すというのが正しいやり方で、

単にボランティアを経験したことに単位を出しますとい

うところは違うのではないかと個人的には思っています。

福士：ボランティアについては、ボランティアの本質が

分かっていて教育をしていかないと難しいのかなという

ところと、森先生の方からお話がありましたけれども、

教員と学生との関わりというのはすこしずつできてきて

いるとしても、やはり大学の理解だとか大学のシステム

だとかそういったところの関わりというのがまだまだ改

善していかなくてはいけないなと感じています。そろそ

ろ時間が迫ってきましたが、他に何かある方はいらっし

ゃいますか。

竹市：また二宮先生で申し訳ないのですが、先程の講演

の中で「あなたが必要だから」ということで集める。多

くの人を集めるためにどうすればよいかということの前

に、ご講演の中に「ボランティアの気持ちを育ててあげ

なくてはいけない」というところがありましたね。その

中で、実際に学生に座って鬼ごっこをさせる、不便さを

体験させるというところがありましたけれども、こうい

った 1つの例が、私は具体的に良い手だなと思ったので

すが、こういったものがいくつかありますと、それを基

に皆さんが具体的にイメージが広がっていくかと思いま

すので、できればもう 1つ 2つそういった例を紹介して

いただけると助かります。

二宮：この前、都内の小学校でやったのは、パラ卓球と

いう障がい者の卓球があるのですけれども、車椅子に座

った状態でやる卓球選手の映像を見せて、その後に「君

たちだったらどんなお手伝いができますか？」、あるい

は「この選手は卓球はうまいけれども、何が苦手でしょ

うか？」、みたいな質問しました。すると、やはり勘が

良く、そういう授業に入っているというのもあるのです

が、「打つのが上手い」と。「レシーブもサーブもうまい」、

つまり「卓球がうまい」と。けれども彼らができないこ

とは何なのだろうかと。卓球って、ボールが下にこぼれ

ますよね。しかしそれを拾うことが苦手だと。毎回毎回、

車いすから降りることはできない。それなら、君たちは

このこぼれたボールを選手に持っていって渡すというの

はできるのだろうかと聞くと、みんな「できる」と答え

ました。それから、次にアーチェリーの映像を見せたの

ですけれども、これも車椅子の選手でどんどん真ん中に

当たっていくのですが、刺さった矢を拾いに行くのが大

変です。そこで矢を抜いて持ってきてくれたら、日常的

にこの選手はもっと練習できるよねということをしてい

て。つまりパラ選手はすごい技術を持った選手なのだけ

れども、すごい長けていることとやはり障がいのことで

できないことがある。皆さんができるとするならば、皆

さんが今もっている力で選手の力になれて、その選手が

喜んでくれて、しかもその選手のためになれるようなこ

とをしてあげることが最高のボランティアなのではない

かと。そういったことを大学生バージョンでも応用して

いくと、具体事例として展開できるのではないかと思っ

ています。

福士：ありがとうございます。討論の時間が短く、そし

て今日のテーマがオリンピック教育とスポーツボランテ

ィアということで大きなテーマだったのですけれども、

その中でいくつか課題が見えたのかなというふうに思っ

ております。我々の方では 2020年に向けてこういった

シンポジウムをやっていきたいと思っています。そして

テーマも絞って来年、再来年と同じような形でより掘り

下げた課題、テーマを見つけながらシンポジウムを開催

していきたいと思っております。したがいまして、また

そのような機会を通じて皆様の意見や考えを集約させて、

2020年に向けて、そしてそれからどのようなものを残

していくことができるのか、というようにつなげていけ

るようにしていきたいと思いますので、今後ともこのよ

うな機会に参加していただければと思います。それでは、

本日お話しいただいた先生方に、もう一度大きな拍手を

お願いいたします。本日はどうもありがとうございまし

た。
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